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とから、これまでターン時の EE については報告されていない。そこで、1) 本研究ではラ




1) 10人の対象者は、4.3と 5.4 km/hのランニング中に 180° のターンを含む、ターン回数の
異なる多段階負荷試験を行った。各試験のターン回数は、ランニング速度が 4.3 km/h の時
8,12,16,20,24回/分、5.4 km/hの時 10, 15,20,25,30回/分であった。単位時間当たりの走行距離
は、各試験とも統一した。ランニング速度は、メトロノームを用いて調節した (DM-17, 




 2) 9人の対象者は、3~8km/hのランニングスピードで 180° のターンを挟むランニングを行
った (一人当たり、計 6 試験)。各ランニングスピードで、ターン回数の異なった多段階試
験を行った。それぞれのステージのターン回数は 13, 18, 24,30回/分とした。各ステージは 3
分間で、ステージ間に 1分間の休憩を設けた。試験中は、常に呼気ガスを採取し, 
EEを評価した。同時に HRと RPEを測定した。 
 
【結果】 
1)  両ランニングスピードとも、ターン回数が増加するにつれて VO2、HR, RPEが増加し
た。VO2とターン回数には、有意な相関関係がみられた ( r = 0.973, 4.3km/h; r = 0.996, 5.4 
km/h ).ターン 1回あたりの VO2は、4.3 km/hの場合 0.34±0.13 ( 95% CI : 0.193 – 0.492 )、5.4 
km/h では 0.55 ±0.09 (95% CI : 0.193 – 0.492)であり、両群に統計的に有意な差がみられた (p 
< 0.001)。HR とターン回数の関係による直線回帰式の傾きは、ランニング速度の違いによ
る有意な差を認めた ( p<0.001 )。ターン 1 回あたりのエネルギー消費量は、4.3 km/h で
7.2±2.9 kJ、5.4km/hで 12.0±2.1 kJであった。 
 
2) ランニングスピードが増加するにつれて、ターン EEは増加した。ランニング速度とタ
ーン EE関係式は、曲線回帰分析で y = - 0.012+ 0.065 x + 0.008 x2 (r = 0.994, p = 0.001)、直線











































 4) 外部評価 
本研究の成果は以下の国際誌の審査を経て掲載されており、外部からの評価に耐えうる内
容であると判断できる。 
1. A novel method for calculating the energy cost of turning during running. Open Access Journal of 
Sports MedicineVol4, 117-122, Vol 14, 2013. 
2. The Relationship between Running Velocity and the Energy Cost of Turning during Running  
Plos one, 2014, 2月 (掲載予定) 
 
5) 審査委員会の結論 
 本研究は、方向転換時のエネルギー消費量の定量化方法を確立し、ランニング速度と方
向転換時のエネルギー消費量の関係について明らかにした。この方法を用いることで、様々
な動作のエネルギー消費慮を定量化できる可能性が示唆され、肥満者や高齢者への運動方
法の一つとして、ターン運動の有用性を示した研究であり、審査委員会は全員一致で本論
文が学位論文に値する研究であったと判定した。 
 
